
 

 

     

  

 
交通安全 

主幹教諭  冨田 康輔 
秋の風が気持ちのよい季節になりました。朝晩は少し涼しくなってきて、学校では子供たちも外で元気に遊

んでいます。季節の変わり目でもありますので、児童の体調管理にも気を付けていきたいと思います。 
私は今年度の夏休み、様々な「安全」についての研修に参加しました。その中に「交通事故」に関わるもの

もありました。警視庁の発表によれば、令和６年上半期に発生した高校生の交通人身事故は４９２件で、直近
１０年間で最大になっています。このデータは、高校生のものではありますが、小学生の事故もないわけでは
ありません。特に自転車による事故は増えているようで、課題として挙げられていました。大塚小学校の周り
には大きな道路もあります。児童が安心して過ごすために、私が研修で学んできたことをお伝えします。 
１ ヘルメットの着用 

・頭を守ることは大切です。小さな衝撃でも大きなけがにつながります。 
２ 交通ルール 

・左側通行：車と同じ方向に走ることで、互いに見やすくなります。 
・信号や一時停止の遵守：急いでいても、安全が最優先です。 
・歩行者への思いやり：自分が歩いているときのことを思い出し、どのように自転車に乗ればよいか考え
ましょう。 

３ 安全確認 
・交差点での一時停止や、周りをよく見ることの習慣付けは大切です。 

４ 正しい乗り方 
・片手運転や傘差し運転は危険です。急ブレーキにもリスクはあります。 

５ 自転車の点検 
・自転車を点検することも、安全に乗るために大切です。ブレーキやライトの確認は特に重要です。 

６ 夜間の走行 
・ライトをつけることや、反射材をつけることは、夜間走行の際に必須です。 

これらの点について、学校でも指導していきますが、ご家庭でも機会を見付けて話題にしていただけると、
子供たちの理解が深まると思います。特に自転車の点検などは、一緒にしていただけるとよいと思います。 
また、東京都教育委員会のホームページには、「安全教育・防災教育ポータルサイト」があり、我々教職員

もこれを参考に研修をしたり児童に安全指導をしたりしています。お時間がありましたら、ぜひ一度ご覧くだ
さい。子供たちの安全のために、学校・家庭・地域で協力していけたらと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜周年に向けて＞ 
                   

       周年委員長 志村 容子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度１０月号 

文京区立大塚小学校 

校長  山下 智美 
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＜大塚の窓＞ 
                            ４年担任 五十嵐 拓斗 瀧嶋 法子 
 
 高学年の仲間入りをして半年。 
 １学期は２つの校外学習に出かけました。「自然体験教室」と「日生劇場での観劇」です。バスや地下
鉄を使っての移動や大勢の人が集まる場所を経験し、公共の場でのマナーを学びました。 
９月に入ってからは、「防災宿泊体験」で学校に１泊しました。災害時の訓練や避難生活で使える毛

布ガウンや新聞紙のスリッパ作りを行い、自分たちの力でできることを学びました。また、文京区から
いただいたアルファ化米での簡易食事も経験し、日頃の食事がいかに恵まれているかに気付きました。 
これからも様々な体験を通して学びを深め視野を広げていけるように、支えていきます。 

先月、みどりちゃん・さくらちゃんの缶バッチが配られました。それ以降、校帽や手提げにつけ
て楽しむ姿が数多く見られます。今年度の在校生だけがもらえる「宝物」を身に着けたことで、よ
り一層気持ちが高まってきています。記念式典当日には、記念誌やかるた、お菓子などの記念品も
いただきます。１０年に１度の節目の年に、学校の歴史に思いを馳せる絶好の機会です。ぜひ最後
までご協力のほどよろしくお願いいたします。 


